
［
産
業
振
興
課
長
］

 　
　

農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、「
高
齢
化
、

担
い
手
・
後
継
者
不
足
」

「
米
価
の
下
落
」「
設
備
投

資
の
増
大
」「
耕
作
放
棄

地
」
な
ど
、
個
人
管
理
の

農
地
と
し
て
、
様
々
な
問

題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

今
後
の
、
米
づ
く
り
の

方
向
性
は
？

　

 

農
地
の
耕
作
管
理

は
、
国
の
政
策
を

十
分
理
解
し
た
う
え
で
の

集
約
化
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

    　

岐
阜
県
農
地
中
間

管
理
事
業
へ
の
取

り
組
み
は
？

　

中
間
管
理
事
業
は
、

国
の
打
ち
出
し
た

新
し
い
農
地
の
貸
し
借
り

の
仕
組
み
で
す
。

農
地
中
間
管
理
機
構
が
、

兼
業
農
家
や
リ
タ
イ
ア
し

た
農
家
か
ら
農
地
を
借
り

受
け
、
営
農
組
織
や
新
規

就
農
希
望
者
に
貸
し
付
け

を
行
う
も
の
で
す
。

当
町
は
、
貸
付
希
望
農

地
の
受
け
手
・
出
し
手
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
機
構

及
び
関
係
機
関
と
協
力
し

て
事
業
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

　
　
　
　

   

農
業
・
農
村

の
多
面
的

機
能
の
維
持
・
発

揮
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
は
？

 

当
町
は
営
農

組
織
が
母

体
と
な
り
、
地
域
住
民
・

自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
含
め
た
活
動
組

織
と
し
て
、
地
域
活
動
計

画
を
策
定
し
た
３
団
体
と

協
定
締
結
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
全
地
域
で
も
営

農
組
織
等
が
立
ち
上
が
る

こ
と
を
促
進
し
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
た
事
業
推
進

を
図
り
ま
す
。

 　
　

国
に
お
い
て
、
新

た
な
農
業
農
村
政

策
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
農
地
中
間
管
理

・
経
営
所
得
安
定
対
策  

　

の
見
直
し

・
水
田
フ
ル
活
用
と
米
政

　

策
の
見
直
し
（
減
反
政    

　

策
の
廃
止
）

・
日
本
型
直
接
支
払
制
度

こ
れ
ら
へ
の
対
応
は
？

　
 

現
在
組
織
化
さ
れ

て
い
る
安
八
町
農

業
再
生
協
議
会
を
核
に

「
新
し
い
米
づ
く
り
の
再

構
築
シ
ス
テ
ム
」
を
促
進

い
た
し
ま
す
。

  　

  

都
市
化
へ
と
向
か

う
「
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
、
優

良
農
地
の
保
全
を
図
る

「
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
」
と
の
整
合
性
は
？

 

集
約
型
都
市
構
造

の
実
現
に
向
け
、

農
業
環
境
等
と
の
調
和
に

十
分
配
慮
し
ま
す
。

市
街
地
の
形
成
と
、
農

地
保
全
と
い
う
相
反
す
る

土
地
利
用
計
画
に
対
し
、

都
市
型
農
業
と
し
て
生
産

性
の
高
い
農
業
を
目
指
し

ま
す
。

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

内
ないとう

藤 春
は る お

雄

営農組合の購入した大型機械（上村集落営農組合）

ここが聞きたい

集
約
化
が
必
要
と
考
え

ま
す

今
後
の
、
米
づ
く
り
の

方
向
性
は
？

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

A N P A C H I

町 政 を  問 う
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